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3月の説教者

7 日　四旬節第3主日
窄口　松雄

（七尾教会・輪島教会）

14日　四旬節第4主日
ベラルダ・アンヘル

（三河カトリックセンター）

21日　四旬節第5主日
古川　利雄

（日比野教会・八熊教会・三馬教会）

28日　受難の主日
グエン・タン・ヒ
（南山教会）
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3月28日（日）�
世界青年の日

　1984年、聖ヨハネ・パウロ
二世教皇は大十字架を聖ペト
ロ大聖堂の祭壇わきに設置し
た。この十字架は教皇の志を
継いだ青年たちの巡礼のシン
ボルとなった。1985年、受難
の主日に青年たちは十字架と
共に教皇のもとに集まった。
教皇はこの年、受難の主日
を「世界青年の日」として祝
うように定め、2～3年に一度
は世界中の青年が教皇と出会
うワールドユースデー（ＷＹ
Ｄ）が開かれるようになった。
2023年にはリスボンで開催さ
れる。

3月5日（金）�
性虐待被害者のための�
祈りと償いの日

　2016年、教皇フランシスコ
は、子どもに対する教会のメ
ンバーの責任について明確に
意識できるよう「性虐待被害
者のための祈りと償いに日」
を設けるように通達された。
日本の教会は四旬節第2金曜日
を「性虐待被害者のための祈
りと償いに日」と定め、祈り
と償い、被害者の痛みを学ぶ
機会とし、教会のメンバーが
犯した罪を認め、共同体とし
て神からの赦し願い、被害者
とその家族のために祈ります。
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“
人
生
そ
の
も
の
が
殉
教
、生
き
方
に
な
ら
う
”

金
沢
教
会
で
記
念
ミ
サ
、
初
の
ラ
イ
ブ
配
信
も

ユスト高山右近について話をする松浦司教

オ
ン
ラ
イ
ン
de
新
成
人
の
つ
ど
い
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信
望
愛
を
素
直
に
大
切
に　

聖
書
を
も
と
に
先
輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

教
区
青
年
委
員
会
と
教
区

宣
教
司
牧
評
議
会
の
主
催
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
リ

モ
ー
ト
de
新
成
人
の
つ
ど

い
」が
１
月
17
日
に
行
わ
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
３
人
を
含

む
５
人
の
新
成
人
と
青
年
委

員
会
の
青
年
た
ち
、
松
浦
悟

郎
司
教
と
若
手
司
祭
５
人
の

合
わ
せ
て
15
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
交
流
し
、

祈
っ
た
。

つ
ど
い
全
体
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
松
浦
雄
介
さ
ん
（
南
山

教
会
）
が
司
会
を
務
め
、
①

参
加
者
の
自
己
紹
介
、
②
交

流
会
、
③
松
浦
司
教
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
祝
福
の
順
で
進
め

ら
れ
た
。

自
己
紹
介
で
一
人
一
人
が

将
来
の
希
望
を
語
る
と
、
皆

か
ら
の
賛
同
の
拍
手
が
鳴
り

響
い
た
。
日
本
語
に
不
自
由

な
新
成
人
に
も

ベ
ト
ナ
ム
出
身

の
ト
ン
ト
ン
神

父
（
神
言
会
）

が
通
訳
を
し
て

フ
ォ
ロ
ー
し

た
。十

字
を
切

る
と
き
の
言

葉
「
父
と
子
と

聖
霊
の
み
名
に

よ
っ
て
。
ア
ー

メ
ン
」
を
新
成

人
と
外
国
人
司

祭
た
ち
が
各
国

語
で
紹
介
し
、

実
際
に
十
字
を

切
り
な
が
ら
皆
で
共
に
唱
え

た
。
短
い
が
意
味
深
い
言
葉

を
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
で
唱
え
る
こ
と

で
、
名
古
屋
教
区
の
文
化
的

な
多
様
さ
豊
か
さ
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

交
流
会
で
は
司
会
者
が

「
初
め
て
飲
ん
だ
（
飲
み
た

い
）
お
酒
は
？
」「
好
き
な

日
本
の
食
べ
物
は
？
」「
日

本
で
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ

は
？
」
な
ど
の
他
愛
も
な
い

質
問
を
出
し
、
皆
が
答
え
を

紙
に
書
い
て
見
せ
あ
っ
た
。

そ
れ
を
見
な
が
ら
コ
メ
ン
ト

し
あ
う
と
、
意
外
な
ほ
ど
わ

い
わ
い
と
盛
り
上
が
っ
た
。

司
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
先

立
っ
て
、
新
約
聖
書
か
ら
第

一
コ
リ
ン
ト
書
13
章
1

－

13

節
「
愛
の
賛
歌
」
を
青
年
委

員
会
ス
タ
ッ
フ
が
朗
読
し
、

さ
ら
に
そ
の
言
葉
の
意
味
を

説
明
し
、「
皆
さ
ん
も
信
仰

と
希
望
と
愛
の
三
つ
を
大
切

に
す
る
素
直
な
気
持
ち
を
残

し
た
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
込
め
ら
れ
た
思
い

を
語
り
か
け
た
。

司
教
は
１
年
２
カ
月
前
に

来
日
し
た
教
皇
の
青
年
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
「
あ
な
た

た
ち
は
何
の
た
め
に
生
き
る

か
よ
り
も
、
誰
の
た
め
に
生

き
る
か
を
考
え
て
く
だ
さ

い
」の
言
葉
を
紹
介
し
、「
社

会
に
は
偉
い
と
さ
れ
て
い
る

人
で
、
自
分
の
こ
と
だ
け
考

え
、
自
分
の
自
慢
ば
か
り
し

て
い
る
、
子
ど
も
じ
み
た
人

が
い
る
」、「
成
人
に
な
る
と

は
、
誰
の
た
め
に
生
き
る
か

を
自
覚
し
、決
心
す
る
こ
と
」

と
諭
し
、「
人
間
と
し
て
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
、
決
意
を

新
た
に
皆
さ
ん
が
歩
む
こ
と

を
祈
り
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

最
後
に
、
新
成
人
が
決
意

の
祈
り
を
、
司
教
が
祝
福
を

祈
っ
て
集
い
は
閉
じ
ら
れ

た
。こ

の
集
い
の
様
子
は
、
教

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
で
「
オ
ン
ラ
イ
ン
新

成
人
の
集
い
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

る
。編

集
さ
れ
た
動
画
の
導
入

で
片
岡
義
博
神
父
（
名
古
屋

教
区
）
は
次
の
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
る
。

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉

教
者
の
記
念
ミ
サ
が
２
月
３

日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会

で
行
わ
れ
た
。
参
列
者
は
、

今
か
ら
約
400
年
前
、
戦
国
の

世
に
信
仰
を
貫
い
た
右
近
の

足
跡
と
遺
徳
を
し
の
び
、
姿

勢
に
な
ら
う
気
持
ち
を
新
た

に
し
た
。

ミ
サ
は
松
浦
悟
郎
司
教
と

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
司
祭
７
人

の
共
同
司
式
で
執
り
行
わ
れ

た
。
２
０
１
７
年
の
列
福
後

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
記

念
日
当
日
の
開
催
と
な
っ

た
。
司
祭
団
が
入
堂
後
、
松

浦
司
教
は
聖
堂
に
安
置
さ
れ

た
高
山
右
近
の
聖
遺
物
に
献

香
し
た
。

説
教
で
松
浦
司
教
は
「
右

近
の
最
期
は
マ
ニ
ラ
で
の
病

没
で
あ
っ
た
が
、
自
分
の
信

念
と
主
君
の
命
令
と
の
狭
間

で
葛か

っ
と
う藤

、
辛
い
日
々
を
送
る

な
ど
、
人
生
そ
の
も
の
が
殉

教
で
あ
っ
た
」と
強
調
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
「
私
た
ち
も
そ

の
よ
う
に
歩
む
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
し
、「
勇
気
と
恵

み
を
願
い
ま
し
ょ
う
」
と
結

ん
だ
。

今
回
初
め
て
、
ミ
サ
の
模

様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ

イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。
下
記
ア

ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
視

聴
で
き
る
。
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	 オンラインで参加した新成人と通訳の神父の皆さん

「
今
の
教
会
を
支
え
る
若

者
の
た
め
に
、
信
徒
の
皆
さ

ん
も
こ
の
動
画
を
通
し
て
ぜ

ひ
、
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。
司

教
様
の
新
年
の
言
葉
に
も
あ

２
０
２
１
年
四
旬
節

四
旬
節
―
信
仰
、
希
望
、
愛
を
新
た
に
す
る
時

教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
今
、
わ
た
し
た
ち
は
エ
ル
サ

レ
ム
へ
上
っ
て
行
く
…
」（
マ
タ
イ
20
・
18
）

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
「
四

旬
節
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
小
冊
子

２
０
２
１
年
」
が
小
教
区
等

で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
小
冊
子
に
は「
愛
の
献
金
」

の
趣
意
書
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
の
四
旬
節
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
四
旬
節
カ
レ
ン
ダ
ー
（
来

年
3
月
ま
で
）
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
は

「
今
、
わ
た
し
た
ち
は
エ
ル

サ
レ
ム
へ
上
っ
て
行
く
」（
マ

タ
イ
福
音
書
20
章
18
節
）。

四
旬
節
愛
の
献
金
に
協
力

し
、
私
た
ち
へ
の
教
皇
か
ら

の
呼
び
か
け
を
受
け
止
め
つ

つ
、
四
旬
節
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
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ウ
ダ
ー
ト
・
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０
年
５
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24
日
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２
０
２
１
年
５
月
24
日

ユスト高山右近の聖遺物に献香

る
よ
う
に
コ
ロ
ナ
と
戦
い
な

が
ら
新
し
い
方
法
で
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
試
み
、
人
々
の
つ

な
が
り
が
広
が
り
深
ま
る
よ

う
に
祈
り
ま
し
ょ
う
」
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� 2021年1月29日
石川地区　　信徒、修道者の皆さま

石川地区の宣教司牧体制について
� 教区司教　松浦悟郎
十主の平和
　今年の復活祭後に行われる人事異動で石川地区における宣教司牧体制が大きく変わり
ますので、皆さまに説明したいと思います。
　これまで、北陸ブロックでは司祭集会を定期的に行う中で、司祭たちが北陸3県（福井、
石川、富山）を横断的に動いて協力し合う体制が出来てきました。具体的には、ブラジ
ル人司牧、ベトナム人司牧、青少年司牧の分野で司祭たちが3県をまたいでミサや集まり
を行ってきました。一方、富山地区では4年前から3人の司祭が共同宣教チームとして県
内のすべての小教区、巡回教会の司牧にあたってきました。このような司祭たちの協力
体制は、信徒たちの意識や関わり方に大きな変化をもたらし、さまざまな限界を抱える
今の教会の中で新しい動きが見られるようになっています。
　こうした経験の上に立って、この度、石川地区でも同じように司祭がチームとなって
宣教司牧にあたる体制をとることとしました。この体制は、単に石川地区内のことだけ
でなく、北陸ブロック全体の動きにも深く関わってくると考えています。金沢教会は地
理的にも、規模的にも3県のセンター的な役割を果たすことができるからです。
　皆さまに発表した北陸ブロックにおける共同宣教司牧は下記の通り2つの地区です。
（敬称略、通称名、下線はコーディネーター）

記
石川地区
　　共同宣教司牧チーム司祭　　　九里彰、窄口松雄、片岡義博
　　　　　　　　　協力司祭　　　チプリアーノ、ザンケッタ、ロー
富山地区
　　共同宣教司牧チーム司祭　　　長谷川潤、小川満
　　　　　　　　　協力司祭　　　片岡義博
　　　　　　　　※�富山地区では、すでに共同宣教司牧体制で行ってきた方向性を継続

するために、片岡神父を富山地区の協力司祭としました。
北陸ブロック
　　　　ブラジル人司牧担当　　　小川満
　　　　ベトナム人司牧担当　　　ロー
　　　　青少年担当　　　　　　　片岡義博

� 2021年1月29日
小牧教会、押切教会、守山教会　　信徒の皆さま

3小教区の共同宣教司牧体制について
� 教区司教　松浦悟郎
十主の平和
　今年の復活祭後に行われる人事異動では、新たに3つのエリアが宣教司牧体制となりま
す。皆さまの所属する小牧教会、守山教会、押切教会の3小教区には、下記のように2人
の司祭、1人の助祭がチームとして関わることになりました。
共同宣教司牧チームメンバー
　　　平田政信神父、鄭有喆神父、早川和彦終身助祭
この共同宣教司牧体制は以下のような形になります。
①�共同宣教司牧は、司牧者側の協力体制で、各小教区はこれまで通りそれぞれが責任を
持って共同体づくりと宣教の使命を果たしていくことになります。ただ、司祭側がチー
ムとなって一緒に関わっていることから、小教区の壁をこえて協力し合うこと、たと
えばキリスト教入門や聖書講座、黙想会、子どもや青年のための企画などを協力して
実行しやすくなります。

②�司牧チームメンバーの3人は、これまでの主任司祭、助任司祭のような関係ではなく、
すべて主任司祭と同じ役割と権限を持つ対等なパートナーとなります。司祭のみに与
えられている結婚手続きなどの特別な許可や秘跡に関すること以外は、助祭も同じ立
場です。たとえば、必要ならどの小教区の宣教司牧評議会にも同じ立場で出席し、そ
の場で信徒とともに決定もできます。ただし、チームの合意が必要となるような重要
事項については、その場での決定を保留することもあります。

③�司牧チームは、各小教区への司牧方針と役割分担などを決めていきます。2人の司祭の
居住は、平田神父は押切教会に、鄭有喆神父は小牧教会になり、早川助祭は自宅から
通うことになります。3人は、それぞれに担当の小教区を決めたとしても、最終的には
各小教区の司牧に対する責任はチーム全員にあります。

　�そのためにも定期的にチームミーティングを開き、小教区の現状や課題の共有をする
必要があります。

④�チームの中ではコーディネーターを決め、その司祭が教区司教との窓口、チームミー
ティングの司会を務めます。主任ということではないので、チームの中で定期的に交
代することもできます。

　この共同宣教司牧は、出発点として司牧者側（司祭・助祭）からの取りくみになって
います。信徒の皆さんには戸惑うことも出てくるかと思いますが、司牧チームの皆さん
とよく話し合いながら小教区に与えられた使命を果たすようにお願いします。
� 感謝のうちに

� 2021年1月29日
布池教会　　信徒、修道者の皆さま

布池教会の宣教司牧体制について
� 教区司教　松浦悟郎
十主の平和
　2021年度の人事異動では、新たに3つのエリアが宣教司牧体制となります。この共同宣
教司牧の本来の目的は共同体全体のあり方に関わるものでありますが、まずは司祭側の
司牧体制として始めるものです。
　布池教会は一つの小教区ですが、下記の通り2人のチーム司祭と2人の協力司祭で宣教
司牧を担っていくことになります。具体的なことについて少し説明します。
共同宣教司牧チーム司祭　平田豊彦神父（コーディネーター）、北村雅彦神父
　　　　　　　協力司祭　平澤忠雄神父、ジュン・ペラルタ神父（神言会）
共同宣教司牧は、以下の形をとります。
①�チーム司祭はこれまでの主任司祭、助任司祭の関係ではなく、すべて主任司祭と同じ
役割と権限を持つ対等なパートナーとなります。従って、チーム司祭は結婚手続きや
証明書の発行、また小教区の宣教司牧評議会にも同じ立場で出席し、その場で信徒と
ともに決定もできます。ただし、チームの合意が必要となるような重要事項について
は、その場での決定を保留することもあります。

②�協力司祭は助任司祭的な役割を果たすことになります。すなわち、チーム司祭たちの
宣教司牧計画に協力していきます。

③�司牧チーム（4人）は一致した動きが必要となるので、定期的にミーティングを開き、
小教区の現状や課題の共有をし、目標を決めて役割分担をします。

④�チームの中ではコーディネーターを決め、その司祭が教区司教との窓口、チームミー
ティングの司会を務めます。主任ということではないので、チームの中で定期的に交
代することもできます。

司祭同士が縦の関係ではなく、チームとして協働します。これが信徒と司祭の協働につ
ながっていき、より積極的に小教区に与えられた使命を果たしていくことを目指します。
　信徒の皆さんには戸惑うことも出てくるかと思いますが、司牧チームの皆さんとよく
話し合いながら進めていってください。� 感謝のうちに

司
祭
叙
階
（
金
祝
）

Fr.
フ
ォ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
リ
ー

ノ（
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
）

司
祭
叙
階
（
銀
祝
）

Fr.
ダ
シ
オ
ン
・
ヨ
ゼ
フ
・
ブ

ル
ー
ノ
（
神
言
修
道
会
）

大お
お

瀬せ

高た
か

司し

神
父
（
カ
ル
メ
ル

会
）２

０
２
１
年
度
の
名
古
屋

教
区　

第
１
次
人
事
異
動
の

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
金
祝
）

Sr.
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ワ
ン

ダ
・
ザ
ノ
ッ
テ
ィ
（
幼
き
聖

マ
リ
ア
修
道
会
）

Sr.
福ふ

く

井い

節せ
つ

子こ�（
幼
き
聖
マ
リ

ア
修
道
会
）

Sr.
尾お

崎ざ
き

世せ

栄え

子こ

（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

Sr.
武た

け

田だ

ミ
ヱ
子
（
聖
霊
奉
侍

発
表
が
あ
っ
た
。
今
回
の
人

事
に
お
い
て
、
共
同
宣
教
司

２
０
２
１
年

　

司
祭
・
修
道
者
・
奉
献
生
活
者
の
金
銀
祝
名
簿

２
０
２
１
年
度　

名
古
屋
教
区　

�

第
１
次
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

�

名
古
屋
教
区
本
部
事
務
局

� 2021年1月28日
教区の皆さま

2021年度　第一次人事異動
� 教区司教　松浦悟郎

十主の平和　
　2021年度の人事異動の発表をします。今回は、共同宣教司牧チームが新たに３つ増えることになりました。
司牧チームの司祭、助祭たちは、それぞれが主任司祭と同じ権限をもって司牧にあたります。チームが複数
の小教区を担当する場合、各司祭、助祭がそれぞれ担当する小教区を決めたとしても、最終的な責任はチー
ム全員で担うことになります。また、メンバーは、司教への窓口の役割を持つコーディネーターを選びます。
　共同宣教司牧は、まずは司祭側の協力体制で、各小教区はこれまで通りそれぞれが責任をもって共同体づ
くりと宣教の使命を司牧チームと一緒に果たしていくことになります。
　下記人事異動表では敬称略、通称名にしてあります。正式な名前は最後をご覧ください。

記
北陸ブロック・石川地区
　�金沢教会、三馬教会、小松教会、七尾教会、輪島教会、内灘巡回教会、羽昨巡回教会、松任巡回教会
　　共同宣教司牧チーム　　九里彰（O.C.D.）、窄口松雄、片岡義博
　　　　　　　協力司祭　　チプリアーノ（O.C.D.）、ザンケッタ（O.C.D.）、ロー（M.M.）
　福井教会　　主任司祭　　フリッツ（M.S.C.）
　※その他
　　富山地区　　協力司祭　　片岡義博

濃尾ブロック
　美濃加茂教会　　主任司祭　　狩浦正義
　岐阜教会　　　　助任司祭　　カロル（M.S.C.）

城北ブロック
　布池教会　共同宣教司牧チーム　　平田豊彦、北村雅彦
　　　　　　　　　　　協力司祭　　平澤忠雄、ジュン（S.V.D.）
　小牧教会、守山教会、押切教会　
共同宣教司牧チーム　　平田政信、　鄭有喆、早川和彦（終身助祭）
　城北橋教会　　　　　助任司祭　　ハンフリーズ（M.S.C.）
　南山教会　　　　　　助任司祭　　フォン（S.V.D.）（仙台教区より）

城南ブロック
　東海教会　　主任司祭　　フェルディ（S.V.D.）　（仙台教区より）
三河ブロック
　聖心教会　　主任司祭　　島袋幹男

名古屋教区外への転出司祭
今回の人事異動で下記の神言会の二人の神父様方が教区外へ異動されます。特に、アントニー神父様は中国
管区の方に移られるとのことです。これまでの日本でのお働きに心から感謝するとともに、中国における司
祭としての新しい役割の上に神さまの助けと恵みがあることを心からお祈りします。
　　アントニー神父　　（東海教会より中国管区へ）
　　ヒ神父　　　　　　（南山教会助任司祭より新潟教区へ）
以上、今の段階での第一次人事異動を上記のように発表しました。
なお、原則として新しい任地への異動は復活節第二主日（4月11日）です。

＊表記
　カルメル修道会（O.C.D.）、神言会（S.V.D.）、聖心布教会（M.S.C.）��その他は教区
　名前
　　チプリアーノ　（ポンタッキョ・チプリアーノ）
　　ザンケッタ　　（ザンケッタ・ピエトロ）
　　フリッツ　　　（ポノンバン・フレデリック・フリッツ）
　　カロル　　　　（ソンポタン・カロル・ヨハネス）
　　ジュン　　　　（ペラルタ・アンヘル・ジュニア・ペレス）
　　鄭有喆　　　　（ジョン・ユ・チョル）
　　ハンフリーズ　（クリストファー・キース・ハンフリーズ）
　　フォン　　　　（トラン・ナム・フォン）
　　フェルディ　　（フェルディマール・バカリサ・ファミニアラガオ）
　　アントニー　　（アントニー・ビ・アンニン）
　　ヒ　　　　　　（グエン・タン・ヒ）

布
教
修
道
女
会
）

Sr.
伊い

藤と
う

伎き

余よ

子こ

（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
女
会
）

Ms.
上う

え

羽ば

緑み
ど
り（
聖
マ
リ
ア
在
俗

会
）

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
銀
祝
）

Sr.
信し

ん

条じ
ょ
う

希の
ぞ
み望
（
聖
マ
リ
ア
の

無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
）

牧
チ
ー
ム
が
新
た
に
３
つ
増

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

に
あ
た
っ
て
、
松
浦
司
教
よ

り
共
同
宣
教
司
牧
体
制
に
な

る
小
教
区
（
地
区
）
の
信
徒

の
皆
さ
ま
宛
て
に
手
紙
も
添

え
ら
れ
て
い
る
。

名
古
屋
教
区
で
宣
教
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
働
い
て
こ
ら
れ
た
司
祭
、
修
道
者
、
奉
献
生

活
者
の
方
々
で
す
。
今
年
金
銀
祝
を
迎
え
ら
れ
る
聖
職
者
の
方
は
次
の
通
り
。
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名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会
学
習
会
報
告

「
生
命
倫
理
を
考
え
る
」
第
４
回

“
生
命
倫
理
の
関
わ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
”

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
発
効
、�

�
被
爆
地
の
司
教
が
共
同
声
明

日
本
学
術
会
議 

生
命
科
学
の
全
体
像
と
生
命
倫
理
特
別
委
員
会
報
告

「
生
命
科
学
の
全
体
像
と
生
命
倫
理
―
生
命
科
学
・
生
命
工
学
の
適
正

な
発
展
の
た
め
に
―
」　
（
平
成
15
年
７
月
15
日
）
要
旨
よ
り

私
た
ち
は
意
識
し
な
い
と

単
に
、
安
さ
や
便
利
さ
に
だ

け
に
目
が
行
き
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
安
全
性
の
確

認
さ
れ
て
い
な
い
遺
伝
子
組

換
え
作
物
や
ゲ
ノ
ム
編
集
作

物
を
摂
取
し
て
い
る
と
、
自

己
の
健
康
を
害
し
生
命
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
世

代
や
環
境
に
負
の
遺
産
を
も

た
ら
す
加
害
者
に
な
っ
て
し

ま
う
。

「
す
べ
て
の
生
命
を
守
る
」

た
め
に
召
さ
れ
て
い
る
キ
リ

ス
ト
者
の
わ
た
し
た
ち
が
加

害
者
と
な
ら
な
い
た
め
正
平

委
主
催
学
習
会
「
生
命
倫
理

を
考
え
る
」
第
４
回
を
２
０

２
０
年
10
月
８
日
、
大
沼
淳

一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
開
催

し
た
。
以
下
、
そ
の
要
約
で

あ
る
。＊　

　

＊　
　

＊

ゲ
ノ
ム
編
集
の
例
を
三
つ

あ
げ
る
。
受
精
卵
改
変
に
は

歯
止
め
が
な
い
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

１
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
予
防
の
た
め
の

ゲ
ノ
ム
編
集

中
国
の
研
究
者
が
遺
伝
子

を
自
在
に
改
変
で
き
る
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
を
受
精
卵
に
適

用
し
、
双
子
の
女
児
が
誕
生

し
た
と
報
道
さ
れ
た
。
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
へ

の
感
染
防
止
目
的
で
行
っ
た

と
い
う
。（
18
／
11
／
28
中

日
）ヒ

ト
受
精
卵
の
遺
伝
子
改

変
は
、
生
命
の
設
計
図
と
も

い
え
る
遺
伝
情
報
を
人
為
的

に
書
き
換
え
る
こ
と
で
あ

る
。
目
的
外
の
遺
伝
子
が
改

変
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
な
ど
、
安
全
性
や
倫
理
面

の
問
題
か
ら
、
各
国
と
も
改

変
し
た
受
精
卵
を
子
宮
に
戻

す
こ
と
は
法
律
や
指
針
で
規

制
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は

指
針
の
み
で
罰
則
は
な
い
た

め
、
以
下
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
る
。
①
遺
伝
病
治
療
の
場

合
、
卵
子
や
胎
児
の
ゲ
ノ
ム

編
集
を
誰
が
決
め
る
か
。
②

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
は
責

任
が
な
い
。
③
出
生
前
診
断

と
セ
ッ
ト
で
ゲ
ノ
ム
編
集
は

始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
．
皮
膚
か
ら
卵
細
胞
が
造

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ヒ
ト
のiPS

細
胞
か
ら

卵
子
に
な
る
手
前
の
段
階
に

あ
る
「
卵
原
細
胞
」
の
作
製

に
成
功
し
た
と
発
表
さ
れ

る
。（
18
／
９
／
22
朝
日
）

iPS

（
ゲ
ノ
ム
編
集
）
技

術
は
遺
伝
子
の
発
現
を
抑
制

し
、
分
化
し
た
細
胞
を
未
分

化
状
態
に
し
、
様
々
な
刺
激

を
与
え
目
的
の
細
胞
に
分
化

さ
せ
る
。
結
果
、
同
一
遺
伝

子
を
持
つ
人
が
多
数
作
れ
る

よ
う
に
な
る
問
題
が
あ
る
。

３
．
種
間
キ
メ
ラ
動
物
作
成

（
生
物
学
に
お
け
る
キ
メ
ラ

と
は
、
同
一
の
個
体
内
に
異

な
る
遺
伝
情
報
を
持
つ
細
胞

が
混
じ
っ
て
い
る
状
態
や
、

そ
の
よ
う
な
状
態
の
個
体
の

こ
と
。
嵌
合
体
と
も
（
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
））

ヒ
ト
の
臓
器
も
っ
た
動
物

の
出
産
、
解
禁
を
文
科
省
が

19
年
３
月
１
日
指
針
改
定
。

こ
れ
に
よ
り
、
禁
じ
ら
れ
て

い
た
動
物
性
集
合
胚
（
動
物

の
受
精
卵
が
成
長
し
た
胚

に
、
ヒ
ト
の
細
胞
を
注
入
し

た
）
の
動
物
へ
の
移
植
や
、

こ
の
胚
を
使
っ
た
出
産
が
可

能
に
な
る
。（
19
年
３
月
４

日
朝
日
デ
ジ
タ
ル
）

つ
ま
り
、
ヒ
ト
の
臓
器
を

豚
で
作
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
で

は
臓
器
提
供
数
、
移
植
数
と

も
に
米
国
に
較
べ
極
端
に
少

な
い
こ
と
が
理
由
に
上
げ
ら

れ
る
。
２
０
１
１
年
で
は

日
本
提
供
112
件
、
移
植
329

件
。
米
国
提
供
８
、１
２
６

件
、
移
植
２
２
、５
１
７
件

と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
身
近
な
大
切
な
人

の
命
を
救
い
た
い
と
思
う
時

に
移
植
は
良
い
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、

社
会
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ

た
時
に
問
題
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
①
臓
器
の
売
買
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
が
、
金
持
ち

が
貧
乏
人
の
臓
器
を
買
う
に

等
し
い
こ
と
が
横
行
す
る
。

（
例
、
海
外
移
植
ツ
ア
ー
）

②
脳
死
は
人
の
死
と
イ
コ
ー

ル
で
は
な
い
。
③
移
植
を
待

つ
人
々
の
順
番
は
フ
ェ
ア
に

決
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
（
海
外
で
子
供
の
移
植
を

す
る
人
々
の
多
額
な
費
用

は
、
順
番
を
飛
び
越
え
る
た

め
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る

と
の
情
報
も
あ
る
。）
④
戦

争
地
域
な
ど
で
さ
ら
わ
れ
た

子
供
の
臓
器
が
移
植
に
回
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

危
惧
も
あ
る
。
等
々

以
上
か
ら
、
受
精
卵
改
変

や
ヒ
ト
の
臓
器
を
豚
で
作
る

ゲ
ノ
ム
編
集
の
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
①
生
殖
細

胞
の
ゲ
ノ
ム
編
集
は
種
の
保

存
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ

り
、
②
編
集
し
た
遺
伝
子
が

子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
、
③
社

会
の
ニ
ー
ズ
次
第
で
生
命
が

左
右
さ
れ
る
（
優
性
生
物

学
）。
特
に
、
遺
伝
子
差
別

に
よ
る
優
性
思
想
は
ナ
チ
ズ

ム
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
、
障
害

者
、
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
な

ど
の
大
量
虐
殺
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
。
英
国
で
は
出
生
前

診
断
に
よ
り
子
ど
も
が
ダ
ウ

ン
症
と
診
断
さ
れ
た
後
に
中

絶
を
選
ん
だ
女
性
は
約
92
％

の
高
率
で
安
定
し
て
い
る
と

の
調
査�

が
あ
る
（
２
０
０

２
年
人
工
妊
娠
中
絶
率
レ

ビ
ュ
ー
）。�

ゆ
え
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集

の
課
題
は
学
術
会
議
の
提

言
（
囲
み
記
事
）の
よ
う
に
、

①
環
境
・
生
態
系
に
対
す
る

影
響
と
人
間
の
ゲ
ノ
ム
編
集

に
つ
い
て
生
命
倫
理
の
観
点

か
ら
の
規
制
と
②
国
際
的
な

規
制
と
が
必
要
で
あ
る
（
農

業
、
医
療
、
産
業
、
環
境
な

ど
幅
広
い
分
野
を
網
羅
）。

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
遺

伝
子
組
換
え
、
ゲ
ノ
ム
編
集

な
ど
の
生
命
工
学
の
流
れ
を

注
意
深
く
見
守
り
、
優
性
思�

想
に
負
け
な
い
イ
エ
ス
の�

「
ど
の
人
も
大
切
だ
、誰
を
も

見
捨
て
な
い
」、教
皇
の「
す

べ
て
の
命
を
守
る
」の
呼
び

か
け
に
応
え
て
い
き
た
い
。

（
正
義
と
平
和
委
員
会　

�

竹
谷 

基
）

布
池
教
会
以
外
で
行
わ
れ

る
ブ
ロ
ッ
ク
別
お
よ
び
主
催

す
る
各
小
教
区
は
次
の
通
り
。

【
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
】

城
北
橋
教
会　

ミ
サ
内
に
て

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
た

め
の
祈
り
Ⅱ
を
唱
え
る
。
日

時
は
３
月
７
日
、３
月
14
日
、

３
月
21
日
、
３
月
28
の
各
日

曜
日
。

【
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
】

南
山
教
会　

①
３
月
11
日

14
：
30
よ
り
追
悼
・
復
興
祈

願
ミ
サ
。
②
３
月
14
日
ミ
サ

で
共
同
祈
願
の
意
向
を
追
加

す
る
。
③
ミ
サ
で
献
金
を
集

め
る
。

【
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
】

緑
ヶ
丘
教
会　

１
月
24
日

～
２
月
末　

①
一
般
社
団

法
人
南
相
馬
農
地
再
生
協

議
会
「
油
菜
ち
ゃ
んGIFT

�
SELECT

IO
N

」
購
入
の

呼
び
か
け
。
②
各
自
復
興
祈

願
す
る
。

熱
田
教
会　

３
月
７
日
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・
復

興
祈
願
を
ミ
サ
の
中
で
行

う
。

【
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
】

多
治
見
教
会　

①
３
月
７
日

主
日
の
ミ
サ
の
中
で
追
悼
の

祈
り
。
②
３
月
11
日
７
時
か

ら
聖
体
賛
美
の
中
で
の
追
悼

の
祈
り
。
14
：
46
に
鐘
を
鳴

ら
す
。

瀬
戸
教
会　

①
３
月
11
日

14
：
46
に
鐘
を
鳴
ら
し
、
黙

祷
。「
東
日
本
大
震
災
の
た

め
の
祈
り
Ⅱ
」を
唱
え
た
後
、

ロ
ザ
リ
オ
一
環
祈
る
。
②
３

月
14
日
７
時
と
９
時
の
ミ

サ
。
ミ
サ
前
の
祈
り
で
「
東

日
本
大
震
災
被
災
者
の
た
め

の
祈
り
Ⅱ
」
を
祈
る
。
③
募

金
を
集
め
て
、
カ
リ
タ
ス
福

祉
委
員
会
へ
送
る
。

【
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
】

福
井
教
会　

３
月
７
日
ミ
サ

の
中
で
、
皆
で
祈
る
。

金
沢
教
会　

①
３
月
７
日
福

島
を
忘
れ
な
い
ビ
デ
オ
上
映

会
。
②
毎
月
第
２
日
曜
日
毎

月
継
続
し
て
き
た
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
へ
の
募
金
呼

び
か
け
を
今
後
も
行
な
う
。

11
年
目
か
ら
は
カ
リ
タ
ス
南

相
馬
へ
直
接
送
金
予
定
。

教皇フランシスコ来日公式記録
DVDの感想をお寄せ下さい

　カトリック中央協
議会教皇訪日準備室
では、教皇フランシ
スコ訪日の記録DVD
「すべてのいのちを
守るため」の配布を
昨年の11月から進め
てきました。これま
で多くの方にお申し
込みを頂きました。
　ここで、すでにご
覧いただいた皆さま
からのご感想を募集
しています。なお、お寄せ頂いた感想は、中央
協議会ホームページ、SNS、カトリック新聞、
その他関連のチラシなどで、本記録DVDを紹
介する際に公表させていただく場合がございま
す。その点、あらかじめご了承ください。
アンケートフォーム
※�下記のフォームに必要事項を入力いただき、
最後に「送信」ボタンをクリックしてください。
　https://forms.gle/vGQgdu8pBVVBz7P7A
問合せ、DVDの申し込みは
　　　カトリック中央協議会　教皇訪日準備室
　　　〒135-8585�東京都江東区潮見2-10-10
　　　�電話�03-5632-4411（代）
　　　FAX�03-5632-4453

２
０
２
０
年
度
名
古
屋
教
区�

３
．11
行
事
の
主
催
教
会
の
予
定
表

�

（
２
月
２
日
現
在
）

東日本大震災　福島原発事故
犠牲者追悼・復興祈願の日

「14時46分　あなたの思いを祈りにこめて」

日　時　3月11日（木）　14：00開場
会　場　カトリック布池教会大聖堂
　　　　（名古屋市東区葵1丁目12-23）
プログラム
　　　　14：30　開会　　14：46　黙祷
　　　　14：48　追悼ミサ　　16：00閉会
司　式　松浦悟郎司教、野村純一名誉司教、司祭団
連　絡　手話通訳・要約筆記もあります。
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ・連絡は　福信館3.11実行委員会事務局
　　　　☎052-935-7180　FAX 052-935-7195
なお、緊急事態宣言が解除されていない場合はミサ参加人
数は160人までとする。

核
兵
器
の
開
発
や
保
有
、

使
用
な
ど
を
全
面
的
に
禁
止

す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
１
月
22
日
に
発
効
し
た
。

こ
れ
に
当
た
り
、
被
爆
地
・

広
島
の
白
浜
満
司
教
と
長
崎

の
髙
見
三
明
大
司
教
は
同
日

付
け
で
共
同
声
明
を
発
表
し

た
。両
司
教
は
声
明
の
中
で
、

条
約
発
効
の
こ
の
日
を
「
多

く
の
人
が
待
ち
に
待
っ
た

日
、
大
変
意
義
深
い
日
」
と

喜
ぶ
と
共
に
、
米
国
の
「
核

の
傘
」
の
下
に
あ
る
日
本
が

ま
だ
署
名
を
し
て
い
な
い
こ

と
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
訴

え
て
い
る
。

「
日
本
が
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
、
率
先
し
て
こ
の
条

約
に
署
名
・
批
准
し
、
核
兵

器
保
有
国
と
、
非
保
有
国
の

対
話
と
核
軍
縮
と
を
推
進
す

る
役
割
を
担
う
べ
き
で
す
」

ま
た
、
こ
の
条
約
が
完
全

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
祈
り
、

そ
の
た
め
に
働
き
か
け
る
決

意
を
新
た
に
示
し
た
。

こ
の
声
明
文
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
で
、
日
本
語
と
英

語
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

※
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は

２
０
１
７
年
７
月
に
122
か

国
・
地
域
の
賛
成
で
採
択
さ

れ
、
20
年
10
月
、
批
准
し
た

国
・
地
域
が
50
に
達
し
、
発

効
が
決
定
。
21
年
１
月
22
日

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
効
し
た
。

現
在
の
核
兵
器
保
有
国

は
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
北
朝
鮮
。
こ
れ
ま
で
の

核
拡
散
防
止
条
約
を
柱
と
す

る
世
界
の
核
軍
縮
の
動
き
は

停
滞
し
て
い
た
。そ
れ
ゆ
え
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
発
効

は
、
核
兵
器
を
非
人
道
兵
器

と
す
る
国
際
的
な
規
範
意
識

の
高
ま
り
と
合
わ
せ
て
核
保

有
国
へ
の
圧
力
に
な
り
、
核

軍
縮
の
前
進
に
つ
な
が
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

20
世
紀
末
以
降
に
急
速
に
進
歩
し
て
き
た

生
命
工
学
と
は
、
ゲ
ノ
ム
解
析
／
遺
伝
子
改

変
技
術
、胚
操
作
／
ク
ロ
ー
ン
胚
作
製
技
術
、

脳
高
次
機
能
解
析
技
術
、
と
い
う
３
つ
の
生

命
操
作
技
術
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、

医
学
、
薬
学
、
農
学
、
工
学
、
水
産
学
と
い

う
学
問
を
介
し
て
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
他
の
分
野
の
技
術
と
融
合
し
な
が
ら
少
し

ず
つ
社
会
に
応
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
生
命
倫
理
上
の
新
た
な

問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

が
、
①
被
験
者
へ
の
有
害
事
象
の
増
加
、
②

遺
伝
的
あ
る
い
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
人
た

ち
が
陥
り
や
す
い
優
越
感
、
③
未
来
世
代
に

対
す
る
責
任
な
ど
自
己
責
任
の
増
大
、
④
臓

器
細
胞
移
植
な
ど
の
た
め
の
人
体
組
織
の
商

品
化
、
⑤
急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
招

く
価
値
対
立
の
先
鋭
化
や
価
値
観
の
強
制
、

な
ど
で
あ
ろ
う
。

21
世
紀
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
が

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
遺
伝
子
差
別
に
よ
る

優
生
思
想
の
復
活
、‘
い
の
ち
’
の
操
作
や

‘
こ
こ
ろ
’
の
破
壊
、
ク
ロ
ー
ン
人
間
の
誕

生
、
生
態
系
の
不
調
和
、
と
い
っ
た
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
最
大
限
の
注
意

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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聖香油ミサのご案内
　名古屋教区の司祭団が司教と一致してささげるミサ。ミサ
の中で、司祭の約束の更新と、秘跡の執行に用いる聖香油の
聖別、病者の油、洗礼志願者の油の祝福が行なわれる。また
終身助祭認定式と司祭、修道者、奉献生活者の金銀祝もあわ
せて行なわれる。
日　時　3月31日（水）10：30～
場　所　カトリック名古屋教区司教座　聖堂布池教会
司　式　ミカエル松浦悟郎司教
参加者　ミサの参列者は160人まで。
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区センター内宣教　司牧評議会事務局
　　　　☎052-936-8366
連　絡　�ミサに参列される方は手の消毒とマスクを着用。な

お新型コロナウイルス感染拡大が予想される時は中
止することもある。

2021年　世界祈祷日のお知らせ
テーマ「バヌアツの女性たちへ」

日　時　3月5日（金）10：00～

会　場　�日
にほ ん

本基
きりすと

督教
きょうだん

団御
ご き そ

器所教
きょうかい

会　礼拝堂
　　　　名古屋市昭和区御器所通2-15
交　通　�地下鉄「御器所」駅下車　南西へ徒歩7分
内　容　�祈祷会 各教派5名ずつの参加とする。参加できない

方のためにYouTubeでライブ配信する予定。
連　絡　�各自マスクを着用。
　　　　体調のすぐれない方はご遠慮下さい。
問合せ　名古屋教区信徒使徒職協議会　☎052-933-3435
注）��新型コロナウイルス感染拡大を受け、緊急事態宣言が
愛知県に出された場合は中止することもある。開催有
無を確認のこと。

新刊案内   �教皇フランシスコ講話集7
� ペトロ文庫　価格1,320円（税込）
　「無反応でいてはなりません。涙
を流す恵みを主に願いましょう。」
　新鮮な驚きと喜びに満ち、苦し
む人、悲しむ人に手を差し伸べる
具体的な行動を伴った、生き生き
とした信仰の大切さを説く。
問合せ・注文は
カトリック中央協議会・出版部
〒135-8585�
東京都江東区潮見2-10-10
日本カトリック会館　
☎03-5632-4429

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付時間　月～金（祝日を除く）
10：00～12：00
13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35
カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 
安心してご相談下さい。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

3
月
の
教
会
暦

５
日
㈮�
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日

７
日
㈰�

四
旬
節
第
３
主
日

14
日
㈰�

四
旬
節
第
４
主
日

17
日
㈬�

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母（
祝
）

19
日
㈮�

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

21
日
㈰�

四
旬
節
第
５
主
日

�

名
古
屋
教
区
司
教
座
教
会
献
堂

記
念
日

25
日
㈭�

神
の
お
告
げ
（
祭
）

28
日
㈰�

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

�

世
界
青
年
の
日

4
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈭�

聖
木
曜
日
（
主
の
晩
さ
ん
）

２
日
㈮�

聖
金
曜
日（
主
の
受
難
）（
大
斎・

小
斎
）

�

聖
地
の
た
め
の
献
金

３
日
㈯�

聖
土
曜
日

４
日
㈰�

復
活
の
主
日
（
祭
）

11
日
㈰�

復
活
節
第
２
主
日
（
神
の
い
つ

く
し
み
の
主
日
）

18
日
㈰�

復
活
節
第
３
主
日

25
日
㈰�

復
活
節
第
４
主
日

�

世
界
召
命
祈
願
の
日

教
区
行
事
予
定

3
月

９
日
㈫�

樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

11
日
㈭�

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
行
事
＊

12
日
㈮�

正
義
と
平
和
委
定
例
会

13
日
㈯�

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
幹

事
会

14
日
㈰�

三
河
Ｂ
会
議
／
中
高
生
会

16
日
㈫�

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

20
日
㈯
㈷
レ
ジ
オ・マ
リ
エ
「
ア
チ
ェ
ス
」

21
日
㈰�

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
城
北
Ｂ
会
議
／
城
南

Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会

24
日
㈬�

教
区
顧
問
会
＊

27
日
㈯�

教
区
法
人
評
議
員
会
＊
／
カ
障

連
四
旬
節
黙
想
会

31
日
㈬�

聖
香
油
ミ
サ
＊
／
司
祭
・
修
道

者
金
銀
祝
の
祝
い
＊

4
月

９
日
㈮�

正
義
と
平
和
委
定
例
会

10
日
㈯�

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会

11
日
㈰�
福
井
教
会
堅
信
式
＊
／
中
高
生

会

13
日
㈫�

樹
の
会

15
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊
／
月
集
＊

17
日
㈯�

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

18
日
㈰�

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会
／

修
女
連
「
総
会
」
＊

20
日
㈫�

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

24
日
㈯�

典
礼
委
員
会

25
日
㈰�

五
反
城
教
会
堅
信
式
＊
／
殉
教

者
祭
（
金
沢
卯
辰
山
）

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

3
月

４
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会　

日
本
難
民

移
住
移
動
者
委
員
会

23
日
㈫�

南
山
学
園
評
議
員
会

4
月
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主にささげる24時間～聖体礼拝
　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われ

ています。開始時と終了時にミサが行われます。ど

うぞご参列ください。

日　時　毎月第2・第4木曜日

　　　　木曜日19：00～金曜日19：00

場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33

主　催　カトリック名古屋教区

問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223

責任者　平田政信神父　携帯電話090-1623-1170

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約76.7％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

623件�30,706,995円
（2/8現在）目標額 40,000,000円
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第33回　名古屋教区障害者連絡会
四旬節黙想会案内～障害をもつ人々共に～�
テーマ『信仰を守ること、つなぐこと』�
―尾張美濃キリシタン殉教者をとおして―

指導司祭　浅井太郎神父（東京カトリック神学院）
日　時　3月27日（土）10：00～16：00
場　所　カトリック南山教会
　　　　名古屋市昭和区南山町1　☎052-831-9131
プログラム　�9：30 受付、ゆるしの秘跡、10：30 ミサ�

11：30 カ障連総会、12：00 昼食�
12：30 午後の受付、13：00 第一講話�
14：30 第二講話、15：30 質疑応答、16：00 解散

参加費　無料
弁　当　�昼食として希望者には当方で弁当を用意。費用は

500円。希望の方は申し込みのこと。
主　催　教区障害者連絡会　カリタス福祉委員会
問合せ　黙想会担当　平出　携帯電話090-3150-9844
注）��新型コロナウイルス蔓延拡大が予想される時は中止す
ることもある。

聖マリアの無原罪教育宣教修道会
2020年度　聖書の学び　〈岐阜〉

日　時　3月7日（日）　14：00～16：30
　　　　12：00～13：30は召命同伴の時間。
　　　　イエスはどういう方か
　　　　�力ある業による「神の国」の宣言　イエスはご自分

のものである人々のもとに来る（マルコ6章1～32節）
なお、諸事情により一週間ずれることがあります。参加希望
者は日時をご確認ください。
主　催　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　岐阜修道院・聖マリア女学院
　　　　〒501-2565 岐阜市福富201
係　り　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院） ☎090-3933-3220（碇・携帯）
交通アクセス
JR 岐阜駅から市バス12番乗場から乗車、三

み

田
た

洞
どう

バス停下車（27
～28分乗車）。乗車時に電話を下さい。バス停で待っています。
JR 名古屋駅から約1時間。自動車で来られる方は聖マリア女
学院でナビを設定。

サダナ�～神への道～
【入門コース】

　聖イグナチオの霊性を基に、「心と知性の静けさ」�
「神様との個人的な触れ合い」を体験します。
日　時　入門Ａ　4月29日（祝）　9：30～17：00
　　　　入門Ｂ　5月23日（日）　9：30～17：00
　　　　入門Ｃ　6月20日（日）　9：30～17：00
場　所　聖霊会八事修道院　ミッションセンター
　　　　名古屋市昭和区八事本町1番地　（駐車可）
指　導　植

うえ

栗
ぐり

� 彌
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神父（イエズス会）
問合せ　撹
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　　　　メール�ngosdn@gmail.com
　　　　☎050-7108-7410
ホームページは右QRコードより


